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石岡市人口ビジョン・総合戦略について 

 

１．概 要 

 市では，まち・ひと・しごと創生法に基づき，将来の人口の展望を示す「人口ビジョン」

と，それを達成するための今後５年間の戦略を示す「総合戦略」を平成 27 年 10 月に策定

しました。現在までに戦略に基づく施策展開と進行管理を行っています。 

 

２．まち・ひと・しごと創生石岡市人口ビジョンについて  

 

（１）石岡市の人口について 

 石岡市の人口は平成７年をピークに減少に転じ，平成２７年現在約７．６万人となって

います。人口の内訳をみると，年少人口（１５歳未満）は過去３０年間一貫した減少，生

産年齢人口（１５歳～６４歳）は全体人口と同様に平成７年を境に減少に転じ，高齢人口

（６５歳以上）は過去３０年間一貫した増加を示しています。 

 特に，今後の石岡市を背負っていく人材である年少人口の減少は，将来の石岡市の活力

の低下につながっていくことから，早期の改善が課題となっています。 

 

（２）人口の将来展望について 

石岡市の人口減少は「出生率の低下」（生まれる人数の減少）と「転出者の増加及び転入

者の減少」から生じています。そのため，石岡市の人口ビジョンでは，合計特殊出生率の

増加と転出超過の抑制及び転入の増加を目標とし， 2060 年で人口６万人を維持すること

を目標としました。 

 

 
▲石岡市の人口ビジョン 

 

 

■石岡市の人口ビジョン 

・合計特殊出生率：2040 年までに 2.10 まで上昇し、

以降維持 

・社会増減：産業活性化や移住施策等により減少は徐々

に縮小し、2035 年以降増加 

＋約 8 千人 
 

＋約 1 万人 

6.0 万人 
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３．まち・ひと・しごと創生石岡市総合戦略について 

 

（１）総合戦略の位置づけ 

 この「まち・ひと・しごと創生石岡市総合戦略」（以下「総合戦略」という。）は，まち・

ひと・しごと創生法第９条に基づく，石岡市の「まち・ひと・しごと」の創生に関する基

本的な計画として位置づけ，平成 31 年度までの「目標」「施策の基本的な方向」「具体的な

施策」を定めました。 

 

（２）総合戦略の期間 

 総合戦略の期間は，平成２７年度から平成３１年度までの５年間です。 

 

（３）総合戦略の基本目標 

 現在，石岡市では，少子高齢化に伴う人口の自然減に加え，働く世代を中心とした人口

の社会減が生じています。この厳しい現状を真摯に受け止め，「ふるさと再生」を達成する

ため，人，歴史，自然などの地域資源を十分に活用した施策を実行していきます。 

 働く世代の定住のためには，働く場所の確保が必要であり，本市の強みを活かした産業

の振興を図る必要があります。また，今後，人口減少による消費の縮小が見込まれること

から，市の魅力を活かした交流人口の拡大など，新たな人の流れを創りだす必要がありま

す。 

 さらに，少子化に歯止めをかけるため，希望する人が安心して結婚，妊娠，出産，子育

てができる環境づくりを進めていく必要があります。 

 これらの施策を着実に実施し，本市の人口減少に歯止めをかけていくとともに，今後，

数十年にわたり人口の減少が継続することが見込まれているため，将来にわたり住み慣れ

た地域で安心して心豊かに暮らしていくことができるよう，時代に合った地域づくりをし

ていくことが必要となります。 

 これらのことから，総合戦略における基本目標を以下のとおり定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まち・ひと・しごと創生石岡市総合戦略の進行管理について 

 市では，総合戦略に定めた基本目標と，その目標を達成する施策ごとに重要業績評価指

標（ＫＰＩ）を設定し，進捗管理するとともに，ふるさと再生会議から意見をいただき，

事業計画へ反映することで，適切な進行管理をしてまいります。 

 

  基本目標１ 市の強みを活かした安定した雇用の創出 

  基本目標２ 市の魅力を活かした新しい人の流れをつくる 

  基本目標３ 若い世代の結婚，出産，子育ての希望をかなえる 

  基本目標４ 時代に合った地域をつくり，安心で心豊かな暮らしを守る 

総合戦略の基本目標 



 

石岡市の人口動態について 

 

 

１．人口動態について 

合併当初 81,887 人であった石岡市の人口は，平成 28 年 10 月１日現在で 75,346 人とな

り，約 6,500 人の減少となっている。（国勢調査の補正値を含む。） 

全体の傾向として，近年では，高齢化に伴い，自然動態による人口の減少が大きくなっ

ている。社会動態については，平成 23 年の 484 人の減が最大となっている。平成 26 年と

平成 28 年の社会動態は，ともに 262 人の減で，合併時からの推移のうち，最も社会減が少

ない年となっており，人口の社会減は，改善されている傾向にある。 

 

 

２．自然動態について 

出生数は，合併した年の 688 人から，年々減少をしている。これは，合計特殊出生率が

1.42（H15～19）から 1.35（H20～24）に減少していることと，子育て世代の人口の減少に

よるものと思われる。死亡者数については，高齢化に伴い，年々増加をしている傾向にあ

り，これらによって市の自然動態による人口の減は年々大きくなっている。 

 

 

３．社会動態について 

合併時から，年間 300 人以上の社会減がみられていたが，近年では，年間 262 人の減と

なっており，改善されている傾向がある。 

しかしながら，20～30 歳代の人口の社会減については，平成 25 年と平成 26 年には縮小

しているが，平成 27 年については，過去最大の減少（376 人の減）となっているため，引

き続き，若い世代の転出抑制と転入促進を図る必要がある。 
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石岡市の人口動態 （茨城県常住人口調査結果報告書より作成）

出生 死亡 自然動態計 転入 転出 社会動態計

H17（国調） 81,887 △ 387 688 762 △ 74 2,740 3,053 △ 313

H18 81,277 △ 621 629 839 △ 210 2,711 3,122 △ 411

H19 80,598 △ 655 558 842 △ 284 2,634 3,005 △ 371

H20 80,105 △ 556 596 849 △ 253 2,598 2,901 △ 303

H21 79,307 △ 675 586 801 △ 215 2,463 2,923 △ 460

H22（国調） 79,687 △ 717 538 856 △ 318 2,413 2,812 △ 399

H23 78,849 △ 820 526 862 △ 336 2,253 2,737 △ 484

H24 78,057 △ 803 542 912 △ 370 2,290 2,723 △ 433

H25 77,302 △ 807 516 981 △ 465 2,204 2,546 △ 342

H26 76,713 △ 648 511 897 △ 386 2,233 2,495 △ 262

H27（国調） 76,020 △ 742 545 958 △ 413 2,328 2,657 △ 329

H28 75,346 △ 718 508 964 △ 456 2,163 2,425 △ 262

△ 8,149 6,743 10,523 △ 3,780 29,030 33,399 △ 4,369

※ 常住人口は，5年に一度の「国勢調査」で基準人口の見直しがなされます。

※ 常住人口は10月1日現在の集計値，人口動態は1月1日～12月31日の期間であるため，「次年
度人口－今年度人口 ≠ 人口動態」

計

自然動態 社会動態
人口動態

(1.1～12.31)
常住人口
(10.1現在)



自然動態の状況

出生 死亡 計 差 出生 死亡 差 出生 死亡 差

H12 789 695 1,484 94 542 386 156 247 309 △ 62

H13 741 741 1,482 0 512 433 79 229 308 △ 79

H14 752 703 1,455 49 525 405 120 227 298 △ 71

H15 738 744 1,482 △ 6 500 446 54 238 298 △ 60

H16 717 744 1,461 △ 27 512 409 103 205 335 △ 130

H17 688 762 1,450 △ 74 537 520 17 151 242 △ 91

H18 629 839 1,468 △ 210

H19 558 842 1,400 △ 284

H20 596 849 1,445 △ 253

H21 586 801 1,387 △ 215

H22 538 856 1,394 △ 318

H23 526 862 1,388 △ 336

H24 542 912 1,454 △ 370

H25 516 981 1,497 △ 465

H26 511 897 1,408 △ 386

H27 545 958 1,503 △ 413

H28 508 964 1,472 △ 456

石岡市
（H12～H17は旧市町合算）

旧石岡市
(H17.10～合併後含む)

旧八郷町
（H17はH17.9.30まで）
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社会動態の状況

転出 転入 計 差 転出 転入 差 転出 転入 差

H12 3,516 3,356 6,872 △ 160 2,543 2,313 △ 230 973 1,043 70

H13 3,421 3,395 6,816 △ 26 2,398 2,348 △ 50 1,023 1,047 24

H14 3,440 3,359 6,799 △ 81 2,417 2,460 43 1,023 899 △ 124

H15 3,255 3,425 6,680 170 2,313 2,412 99 942 1,013 71

H16 3,230 3,094 6,324 △ 136 2,283 2,213 △ 70 947 881 △ 66

H17 3,053 2,740 5,793 △ 313 2,399 2,118 △ 281 654 622 △ 32

H18 3,122 2,711 5,833 △ 411

H19 3,005 2,634 5,639 △ 371

H20 2,901 2,598 5,499 △ 303

H21 2,923 2,463 5,386 △ 460

H22 2,812 2,413 5,225 △ 399

H23 2,737 2,253 4,990 △ 484

H24 2,723 2,290 5,013 △ 433

H25 2,546 2,204 4,750 △ 342

H26 2495 2233 4,728 △ 262

H27 2657 2328 4,985 △ 329

H28 2425 2163 4,588 △ 262

石岡市
（H12～H17は旧市町合算）

旧石岡市
(H17.10～合併後含む)

旧八郷町
（H17はH17.9.30まで）
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20～30歳代と65歳以上の社会動態 （茨城県常住人口調査結果報告書より作成）

転入 転出 計 転入 転出 計 転入 転出 計

H17 2,740 3,053 △ 313 1,650 1,901 △ 251 120 112 8

H18 2,711 3,122 △ 411 1,550 1,899 △ 349 139 102 37

H19 2,634 3,005 △ 371 1,536 1,829 △ 293 126 113 13

H20 2,598 2,901 △ 303 1,539 1,776 △ 237 137 116 21

H21 2,463 2,923 △ 460 1,411 1,748 △ 337 108 122 △ 14

H22 2,413 2,812 △ 399 1,361 1,713 △ 352 133 124 9

H23 2,253 2,737 △ 484 1,283 1,625 △ 342 122 144 △ 22

H24 2,290 2,723 △ 433 1,288 1,649 △ 361 140 124 16

H25 2,204 2,546 △ 342 1,201 1,477 △ 276 160 112 48

H26 2,233 2,495 △ 262 1,235 1,475 △ 240 177 125 52

H27 2,328 2,657 △ 329 1,258 1,634 △ 376 162 124 38

計 29,030 33,399 △ 4,369 15,312 18,726 △ 3,414 1,524 1,318 206

H28（参考） 2,163 2,425 △ 262

20～30歳代の社会動態 65歳以上の社会動態

未発表

市の社会動態


